
「YNU神奈川の美しい広葉樹林50選」の地域社会への事業展開
Woodyかながわ~広葉樹の活⽤による地域活性化と県⺠の健康増進（2020.3中間報告／2021.3最終報告）https://www.chiiki.ynu.ac.jp
主な研究成果

①神奈川県における広葉樹の現状（国際社会科学研究院・地域実践教育研究センター／⼩池治）
②神奈川県内の広葉樹の多様性が維持される進化⽣態学的メカニズム（環境情報研究院／酒井暁⼦）
③神奈川県の広葉樹を使った中学⽣対象の題材開発（教育学部美術教育講座／⼩池研⼆・原⼝健⼀）
④広葉樹の活⽤による観光の効果（国際社会科学研究院・経済学部／⽒川恵次）
⑤森林と健康に関する検討（ダイバーシティ戦略推進本部障がい学⽣⽀援室／福榮太郎）
⑥神奈川県における⾥⼭林の管理の現状と課題（国際社会科学研究院・地域実践教育研究センター／⼩池治）

＜経緯＞神奈川県⼤学発・政策提案事業（2019-20年度採択／地域連携推進機構）

神奈川の美しい広葉樹林50選の選定（事業展開）

研究成果展⽰事業 地域活性化･健康増進事業

●50選ガイドマップWebダウンロード
版等のWeb掲載とその提供

●⽣涯学習フェア出展
（県⽴図書館から9⽉オンライン開催）

●県⽴⾃然環境保全センター出展
（12-1⽉臨時展⽰、厚⽊市七沢）

●ユニコムさがみはら横国ブース展⽰
●⽻沢横浜国⼤駅展⽰モニター 等々

●スタンプラリー事業の⽴ち上げ
●県市町村担当課、現地管理事務所や
公共施設等へのスタンプ配置

●鉄道･バス事業者様等との連絡調整
＜今後の事業計画＞
 スマホアプリ運⽤企業様との事業連携
 QRコード⽤スマホアプリ開発 等々

※YNU地域連携推進機構主催事業
※事業スタートアップ以降は、鉄道バス
事業者様や公園協会等との事業連携

関係担当機関との連携調整
神奈川県(環境農政局森林再⽣課/県⼟整備局都市公園課他)、横浜市(環境創造局みどりアップ推進課)、川崎市(建設緑政局みどりの協働推進課）
相模原市(環境経済局⽔みどり環境課他)、横須賀市(観光課他)、平塚市(みどり公園･⽔辺課他)、鎌倉市(みどり公園課)、藤沢市(都市整備課他)
秦野市(環境共⽣課他)、厚⽊市(公園緑地課)、⼤和市(みどり公園課)、三浦市(環境課)、葉⼭町、愛川町、中井町、湯河原町、真鶴町ほか
神奈川県公園協会、横浜銀⾏、鉄道バス事業者（JR/私鉄各社、私鉄バス）等ほか

＜到達⽬標＞
１．研究成果の社会実⽤化（産学官⾦連携モデルの試み）
２．県内の市町村等へＰＲ（横国プレゼンスの県内向上）

＜ねらい＞
ポストコロナ/R6森林環境税の課税を契機に、広葉樹林の保全再
⽣や機能活⽤の働きかけ、県⺠の健康増進に向けたキッカケ作り

理解促進事業
●学術団体や国際団体との連携セミナー
●学⽣等への森林づくり活動や⾃然観察
会等イベント開催の周知や⽀援

●公園協会や公益財団等との事業連携
＜今後の連携事業＞
 YNUユネスコチェア事業プロジェクト
 学部⽣MAB/SDGs副専攻プログラム
 附属学校ユネスコスクールでのESD
教材改訂、SDGs教材づくり 等々

※学術団体や公益団体等との事業連携



地域活性化･健康増進事業（スタンプラリー事業）

研究成果展⽰事業／理解促進事業

＜県市町村との事業連携＞
 環境農政局森林再⽣課＝スタンプラリー事業調整（全体協⼒）
 県⼟整備局都市公園課＝スタンプ台配置調整（現地団体相談等）
 市町村森林公園担当課＝スタンプ台配置調整（配置意向相談等）

神奈川県⾃然環境保全センター
臨時展⽰（2021.12.1-26）

常設展⽰（ユニコムさがみはら)

＜現地の管理事務所とのスタンプ台配置連携＞
 スタンプ配置（60か所）の配置意向と設置調整
 スタンプ台の製作（シャチハタ簡易版／県内広葉樹試作版）

＜スマホアプリ開発･事業構想／事業開始後に準備検討＞
 QRコード⽤スマホアプリ開発（学⽣アプリコンテスト等）
 YAMASTAアプリ（⼭と渓⾕社）＝スポンサー開拓

＜スタンプラリー事業の運⽤⽅法＞
 スタンプラリー台紙を鉄道バス事業者様/⾦融機関様との事業連携
 コロナ感染状況を勘案しつつ、2022年4⽉から運⽤開始予定

神奈川県⽴図書館「⽣涯学習フェア」公開講座
開 催 ⽇ ︓2021年9⽉11⽇（⼟）
開催時間︓10時00分から11時00分まで
講 師 ︓横浜国⽴⼤学名誉教授 ⼩池 治
定 員 ︓100名程度（申込多数は抽選）
開催⽅法︓オンライン（Zoom）配信 主催︓横浜国⽴⼤学、神奈川県⾃然保護協会

後援︓国際開発学会横浜⽀部ほか

スタンプラリー台

第21回さがみ⾃然フォーラム
パネル展⽰（2022.2.12-15）


